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年 月に東信堂から『北大 教養教育のすべ
て─エクセレンスの共有を目指して』が出版された。
判で ページに及ぶこの浩瀚な書物には，
年 月の北海道帝国大学制度審議会の発足か

ら 年 月の高等教育推進機構の発足までの北
海道大学の教養教育の全貌が，歴史的経緯を含めて
まとめられている。この本の出版を祝うとともに旧
高等教育機能開発総合センターを回顧する懇親会が

年 月に開催された。この記事はそのとき行
われた座談会の記録である。

○会合の名称：『北大 教養教育のすべて─エクセ
レンスの共有を目指して』（ 年 月，東信堂
刊）出版祝賀会ならびに旧北海道大学高等教育機
能開発総合センター懇親会
○日時： 年 月 日（木）午後 時より
○会場：札幌アスペンホテル アカシアの間

なお，参加者の所属・役職・称号等は 年 月
現在のもの。また，記事中の（ ）内は編者（小笠
原正明，安藤厚，細川敏幸）による注記。年は西暦
と（ ）内に元号を併記する。

〈座談会〉

細川：本日はよろしくお願いします。参加者はお
配りした名簿の通りですが，昨日来の嵐で特急の北
斗が止まってしまい，函館にお住まいの猪上徳雄先
生は残念ながらご欠席となりました。それでは祝賀
会の開宴のご挨拶を阿部先生からお願いします。
阿部：それではこの本の出版を記念して「同窓会」

を始めたいと思います。歴史的なことは別にして，
この本の中心になっている教養教育の改革について
は最初から関係しておりまして，みなさんの一人ひ
とりのお顔をみるととても懐かしい気がします。い
ろいろなことが浮かんできて，あのときはあんなふ
うに話しておられたなということまで思い出されま
す。今日はそういう懐かしい場になりそうで，たい
へん嬉しく思います。まず，開宴してからいろいろ
なお話をおうかがいします。よろしいでしょうか？
（「それでお願いします」の声）出版おめでとうござ

います（「おめでとうございます」の唱和，拍手）。

出版の経緯

細川：ありがとうございます。このあとはどう進
めましょうか？
小笠原：そうですね。まずこの会が開かれた趣旨

を説明してから，祝賀会の大雑把な進め方をお伝え
します。どうぞ飲んだり食べたりして，リラックス
して話しかつ聞いていただければと思います。

今日は天候不順の中
お集まりいただきまし
て誠にありがとうござ
います。本来なら秋口
の静かな時期にゆっく
りお話をうかがいた
かったのですが，とん

でもないことになり，嵐の合間にかろうじてお集ま
りいただきました。函館の猪上先生はお気の毒にと
うとう到着できませんでした。というわけで，見込
み違いもありましたが，ともかくご参集いただきま
してありがとうございました。
この会の趣旨は，まず，長い題ですが『北大教養

教育のすべて─エクセレンスの共有を目指して』と
いう本の出版祝賀会です。二番目に旧高等教育機能
開発総合センターについて回顧したいと思います。
まず本に関してですが，出版の話が出たのは

（平成 ）年ころです。私は （平成 ）年に北
大を定年退職しましたが，その前から東信堂から北
大の教養教育について出版のお誘いがありました。
願ってもない話だと思い，北大在職中に原稿の分量
で今の本の三分の一くらいを集めたのですが，その
後，思いがけず東京農工大に行くことになり，その
あと筑波大に移って，合わせて 年ほどむこうにお
りました。その間，コンピュータ画面のフォルダー
を眺めては何とかしなければと思っていました。編
集が進まなかったもう一つの理由には，この本の主
題に「区切り」がつかなかったこともあります。
しかし札幌にもどって，著者のお一人である吉野

悦雄先生の伝言を受け取ったことが編集再開のきっ
かけになりました。吉野先生は北大の一般教育演
習，論文指導の生みの親のような方で，はじめのこ
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ろから関わっておられて，この本の執筆を呼びかけ
たとき真っ先に立派なレポートをお届けいただきま
した。札幌にもどって，吉野先生が原稿はその後ど
うなったか気にしておられるとうかがい，これはも
う出さなければならないと覚悟を決めました。
そういう個人的なことは別にしても，北大の教養
教育改革の区切りとなるのは，総合入試が導入され
定着したことと，もう一つはセンターが改組され，
簡単にいえば無くなって高等教育推進機構になった
ことです。それがこの本の主題に関する一つの結論
かと思います。私の退職以降のことについては安藤
先生と細川先生に企画から編集までお手を煩わせて
ようやく完成に
至りました。ま
た，安藤先生は
全面的に校閲を
担当し，徹底的
なチェックをし
て下さいまし
た。ということ
で，吉野先生，
細川先生，安藤
先生に対して，
この場をお借り
して心からお礼
申し上げます。
この本が出て，もともと爆発的に売れるような種
類の本ではないのですが，それなりに反響はありま
した。広島大学の高等教育研究開発センターの所長
をしておられた有本章先生から「教養教育に関して
画期的な本である」という私信をいただきました。
また，国際基督教大学の絹川正吉先生からは，北
大教養部の文化は札幌農学校・農学部の文化だとい
うことがよくわかったというご感想をいただきまし
た。絹川先生が薫陶を受けた矢内原忠雄は新渡戸稲
造の弟子にあたり，その流れで絹川先生も札幌農学
校には関心がおありだったとのことです。
謝辞に関連して，実は北大では大学のトップが
ずっと教養教育を牽引してこられたわけです。これ
はセンターができる前の廣重力先生，それから丹保
先生，中村睦男先生，佐伯先生，今の山口佳三先生
と一貫しており，言ってみれば身をはって全学教

育・教養教育を牽引してこられたわけで，まずこの
ことを述べなければなりません。私からお礼を申し
上げるのは筋違いであることは承知しております
が，本を編集してみて総長のリーダーシップを痛切
に感じました。ほかの大学の方から，どうして北大
の総長・学長はあんなに教養教育に熱心なのかと聞
かれることがありますが，私は単純に「それは伝統
です」と答えることにしています。
それからセンターについては，すでに改組されて

新しくなりましたので，回顧の機会をいつか持ちた
いと思っておりました。それで生涯学習研究部の方
にも呼びかけて，町井先生においでいただきました。
発足時の教授であった小林甫先生もご出席の予定で
したが，身内に不幸があって参加できなくなったと
ご連絡がありました。残念なことです。また，元総
長の中村先生は先約があり，現総長の山口先生は海
外出張中で残念ながら出席できないとのことです。
今日の会の趣旨は以上のようにお祝いと回顧で

す。この主題について当事者，つまり，たとえばワー
キンググループで案をつくった方や全学教育関係の
委員会の方々，それにトップの責任者までが揃って
います。このテーマについてこれほどのメンバーが
揃って回顧する機会はめったにないと思いますの
で，形式的なお祝いよりむしろ思い出話をうかがい
たいというのがこの会の趣旨です。それで，このあ
と 分か 分ほど食事をして，そのあと順にお話
をうかがいたいと思います。お手元のプログラムの
最初のページに出席者名簿がありますが，これは実
はお話しいただく順番を想定しています（笑）。こ
の順番は本の目次と，このテーマの経時変化にだい
たい沿っています。というわけで，お一人あたり
分ぐらい話していただき，そのあと質疑応答がある
こともお含みいただきたいと思います。
こういうお話を聞き流すのはとてももったいない

と思いまして，録音をとらせていただきます。万が
一，録音から記録を起こすようなことがあれば，改
めてご相談させていただきますが，そういうことは
抜きにして自由にお話しいただければと思います
（そのあと山崎勇夫氏提供の資料の説明，阿部氏の
「北大アルバム」の説明など 省略）。
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予科から教養部へ

細川：それではまず丹保先生からお願いします。
丹保：いや，もう，完全に記憶の彼方で分かりま

せん。ただ，教養部の前に，ここに書いていないそ
の前の話がちょっとあります。ここでは僕しか知ら
ないと思いますが，僕は旧制中学で，途中で新制高
校に切り替えられたのです。旧制の札幌一中が第一
高等学校になりました。ところが学校の名前を持っ
ていってしまった人がいて，いま札幌第一高等学校
というのがあるでしょ，あれは最初の南高の校長が
持っていったもので，それでいま旧制一中は南高で
す。それで僕の一級上の人は多くは四修で，廣重先
生はたしか予科ですね。僕は実質上，新制の最初な
んです。 期生は旧制から新制に切り替えられて予
科に行けなくなった学年なんです。僕の一級上は教
養部長をやった柏木秀夫さんとか，中田靖泰さん，
片山厚さんとか，みんな四修で飛んで行って予科に
年前に入って， 期生なんです。

ですから，僕はちょ
うど予科と教養のつな
ぎ目で，僕が教養のと
きは予科の先生が三分
の一くらい，理学部・
文学部の先生が三分の
一ぐらいいたでしょう

か。そのときはひどいもんで，何もないんですね，
いまあるようなシステムは。従って，たとえば数学
では予科から来た先生から置換積分を徹底的に何十
題とやらされました。夏休みの宿題は 題か 題
の置換積分でした。これは大変だったですね。とこ
ろが，予科から来た秋山隆二郎先生という方は，い
までも覚えていますが，デデキントのシュニット（切
断）なんですね。何のことやら全然わからないんで
す。いまだに分かりません。どうして試験を通った
のかも分かりません。それからドイツ語は，予科か
ら来た先生は自然科学のためのドイツ語といったも
ので，グラマーが半分入ってました。文学部から来
られた山岡直道先生は独文学の先生で，ゲーテのミ
ニオンです。教養の 年でミニオンですからね。文
法習ってませんから，ともかく辞書を何十回引いた
か分かりませんが，先生の講義を聴くまでは何も分

かりませんでした。いま考えれば，ミニオンは詩で
すから，当然ですね。ひたすら暗記して試験を通り
ました。それも一つの勉強の仕方とは思いました
が，しかしシステムなどまったくない時代でした。
物理でいえば僕らのクラスは，試験を通ったのは
人ですかね。 人落ちました。だって，全然ベクト
ル習っていないのに が出てくるんですよ。
私の弟は 級下で，そのときは理学部から来た先生
たちがそれに懲りて教科書を全部作り替えましたか
ら，弟のクラスは誰も落ちていないんです。
まぁひどい時代で，この本にはたいへん良いこと

が書いてありますが，松浦一先生とかいろいろやっ
て教養の概念をつくったのですが，中身はまったく
無かったですね。みなさん自分たちの持ってるもの
はあるのですが，お互い調整していないのです。小
笠原先生や阿部先生のような方はいらっしゃらな
かったのです。学長はそういうことをまったくしま
せん。廣重さんや私の時代になって，やっとそうい
うことをしなければと思ったのだと思います。
私は教養で徹底的にひどい目にあいましたから，

こんなことでは学生がかわいそうだと思って，教養
のシステムをしっかりつくらなければならないと思
いました。でも，概念過剰，感情移入過剰の，ここ
に書いてある初期の人たちはほんとうに良かったの
かどうか分かりません。特に松浦先生については，
私は非常に疑問を持って見ていました。あの方の発
言もやったことも私はほとんど評価しておりませ
ん。この本にはだいぶ良く書いてありますけど，そ
うではなく，実際にやった教養の先生方がいろいろ
苦労してつくったのだと思います。概念過剰の先生
方と古い予科の先生方との間の埋めきれないギャッ
プは多分あっただろうと思います。それがようやく
センターができて，今の形になったのかと思ってい
ます。それから岡不二太郎先生というたいへん良い
先生が自然科学概論をやったのですが，自然科学そ
のものの歴史については誰も教えていないのです。
概論はあっても足下が何もないのですから，教養の
システムは足下なしの概念としてスタートしまし
た。足下の個々の一番大切な基礎がないのです。
大学というところは大学院の基礎ではないし，大

学院大学という言葉も僕は大嫌いなのですが，基礎
をしっかりたたき込むということをやっていない。
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そのあと 年ぐらいして米国に留学してアメリカ
の学生がどうやっているか見たら，今の大学の入学
試験勉強のようなもので，ものすごいスピードで勉
強して，数学でも何でも解けるようになるんです。
その代わり何回も繰り返しトレーニングを受けて，
基礎になるものを習っています。いまは多分そう
やっているのでしょうが，僕らの時代にはなかった
ですね。それが非常に残念だった。今でも，もしか
するとそうかも知れない。北大はそんなことはない
と思いますが，本当に基礎となる勉強を大学で教え
ているのかと懸念します。大学教育というのは学部
教育が核で，一番の基本です。大学院教育はプログ
ラムですから，何をやっても良いのです。それこそ
電車の大学院があっても良いし，バスの大学院が
あってもかまわないのです。ところが，大学院大学
という名前を使ってそっちに力を傾注してしまう
と，教育がおろそかになります。研究も大事ですが，
みなさま方に基礎をしっかりやっていただく教養か
らの学部教育がいちばん大事です。
ここまできたのですから，教養教育には大学教育
の 年間全部を使っても良いのではないかと僕は
思っています。それができるくらいのシステムで，
大くくりで学生を入れることになったのは，ほんと
うに良かったと思います。そこではやっぱり 年間
ぐらいはしっかりやらないといけないのだと思いま
す。旧制予科のような，基礎をたたき込むトレーニ
ングをもう少し学部別にし直すように作り直すと，
高等教育機能開発センターではなく，北海道大学の
学部基礎を 年制で教育するような，すごいものが
できると思います。北海道大学の学部を作り替える
ことがこれからの仕事だと思います。大学院はその
上に 年でも 年でも置けば良いし，大学院こそは
北海道中に分散して，水産は函館，酪農は帯広，森
林はどこそこというように置いてもかまわないと思
いますね。そうしないと，教養教育と，学部と，大
学院があるという三重の構造では，多分維持できな
いのではないかと外から見ています。
ちょっと，いろいろなことを言い過ぎましたが，
そういうことでよろしくお願いします。

改革リーダーの役割

細川：ありがとうございました。何かご質問あり
ませんか？ コメントがあればどなたでも。学会み
たいですね（笑）。では次に佐伯先生お願いします。
佐伯：私はちょうど 年の安保騒動のときに
入学したものですから，入学してから数カ月間はほ
とんど授業もないという状況で，九州の田舎から勉
強しようと思ってきたのに最初の カ月ぐらいは何
もできなくてガックリきました。こんなことで良い
のかと思ったのが私の大学生活の前半です。同じく
教養課程も最初のイメージはあまり良くなかったの
ですが，年を経るに従って，いったん大学を出て役
所にいて，教養とか，われわれの専門ではない科目
が意外に大事になるのを感じました。そのあと大学
に戻ったのですが，ほとんど教養教育に興味を持た
ないまま過ぎました。 千何年だったか，法人化の
前ですね，中村先生が総長になられて，副学長になっ
てくれということで，徳永正晴先生のあとに教育担
当になりました。
そのころは大学の入試制度の話もあり，その後に

は大学の学生の成績評価に 制度を導入しよう
という動きもあって，これから新たな道を歩もうと
いうことで，丹保先生が設定された組織がきちんと
動き始めていましたので，高等教育は小笠原先生を
中心に，社会との繋がりの方は町井先生にというこ
とで，その方面の先生方のお知恵を借りながら，ま
た総長の直轄で教育改革室もできたので，そこの先
生方とも相談しながら，最終的には教務委員会を通
したり，評議会，法人化後は教育研究評議会の了承
を得たりして実施に移していきました。このように
何段階も踏むためどうしても時間がかかってしまう
もので， にしても，その次の入試についてもみ
なさんにたいへんお世話になりました。
特に大くくりの入試については，理系の方はわり

に早くまとまったのですが，文系の方はうまく行か
ないところもあってギリギリまでもめて，総長選挙
も絡んで 年間凍結などという話もありましたが，
最後は無事認めてもらえました。ですから，私の仕
事は率先して改革の仕事を進めて行くというより
も，どちらかと言えば教育改革室や研究部で新たな
方式が決まったらそれをいかに早く実現するかとい
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うことで，それにはかなり努力したつもりです。
総長になって 期目

は第 期の中期目標・
計画を出す時期で，各
学部の教授会を訪問し
てその内容を説明した
のに合わせて，教育改
革に係る案も説明し，
各学部の教授会がウーンと言っているうちになんと
なく了解したような形になりました。そのように，
早く実現することには努力したつもりですが，どう
いうことをやったのか，そのときの記憶はあまりな
く，今回この本を読んで，ああなるほどあのときは
そういうことだったのかと思いました（笑）。いろ
いろ駆け引きもあって，大きな部局には直接相談に
行って若干改訂したこともあります。大くくり入試
は第二次案で実現しました。
私が国立大学協会の入試委員長をやったときに
は，たくさんの先生方にいろいろお世話になりまし
た。高大接続の問題では佐々木先生が非常に頑張ら
れて，文科省の委託を受けて全国を回って説明され
たのですね。教育の問題には，割り合い前向きにと
らえる大学と，最初から何も変える必要がないとい
う大学と，かなりはっきり色分けがあります。各大
学は教育に対する思い入れがかなり違っていて，各
大学の学長は教育・入試に関しては慎重だったです
ね。中村前総長も入試担当の委員長をされて，私も
その役になって，あまりやり過ぎると将来，北大は
入試制度を変えられなくなるのを心配して，最後の
年間は別の委員会に代わりました。そういう意味
で，北大は教育の面では各大学から信頼されていた
のは間違いないです。そんな中で先生方がいろいろ
な部会で活躍され，いまの高大接続も，佐々木先生
の考えから少し変わって行くかも知れませんが，そ
の先鞭をつけたのは北大の方々だと思います。
細川：ありがとうございます。国大協の入試部会
はいま山口総長が担当されています。

保護者との連携

佐伯：もう一つ私がやったことは， もできた
し，大くくり入試でアカデミック・サポートセンター

もできたので これは教育の問題だけではなく学
生の行動にも関係しますが ，親，保護者と大学
の関係をもっと密にしようということで それに
は寄付のことなども関係するでしょう ，それで
成績を保護者の方に送ると決めたのです。あれは今
も続いてるのですか？（「続いています」の声）もう
終わっているのじゃないかと思っていたのですが
（笑）。大学と学生，学生の親との関係を近くするこ
とに私立大学は一生懸命ですが，国立大学はそこま
でしなくても良いという考えでしたが，これからは
財政的にも厳しくなるので新しい環境づくりが必要
だと思います。これは私が提案したことです。
細川：どうもありがとうございます。いま次の入

試について，研究部でいろいろ検討しています。

可愛い子には旅をさせよ

佐伯：もう一つ付け加えますと， ， 年前に国大
協の会議で， 大学の総長がチラッとうちの大学は
関東出身が 割になってしまったと言ったときに同
席のどなたかが，それはあまり言わない方が良いの
ではないかと言いました。そのときは何でそれが問
題かと思ったのですが， 大学も関西出身者が増え
ているそうで，いろいろ家庭の事情とかもあって，
比較的安い費用で大学に進ませたいというところも
あるようです。一方，北大の場合は道外が増えてい
て，ほかの大学と少し違っているようです。どうい
う理由でそうなるのか分析も大事でしょう。いまあ
ちこちで大学の説明会があって，東京や名古屋，大
阪に行きましたが，そのとき私の教え子が，いま親
にとって子供の教育はとても難しい，そのあたりを
うまく説明してもらえれば有り難いというので，早
く親元から離せば子供は親の有り難みがわかります
と話しました。できるだけ早く北海道あたりに飛ば
した方が良いですよ（笑），はじめ子供は文句をいう
かも知れませんが，そのうち涙して感謝するはずで
すよと言いました。早いうちに親から離すべきだと
思いますが，東京や関西あたりではなかなか離した
がらないようですね。経済上の問題もありますが，
お金とはちょっと違った状況もあるようです。まぁ
北海道全体の教育力が下がっているというところも
あるようですが。
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細川：いま （ ：データに基づ
く大学研究）でいろいろ調査していますが，原因は
どっちなのか，よく分かりません。
ほかの大学は平均でだいたい 割ぐらいが自宅か

ら通っていますが，北大だけがその割合が低いので
す。自宅から通うと通学に結構な時間がかかります
ので，北大の学生の自習時間はほかの大学にくらべ
て倍ぐらい長くなっています。日本の平均は 時間
くらいです（「 日あたりですか？」の声）。 週間あ
たりです（笑）。北大の学生はだいたいその倍くら
いで，時間程度です。アメリカの学生の平均は ，
時間くらいで，そこにはリーディングリストで本

を読まされる時間が入っていますので，それを割り
引くと北大はそんなに悪くはありません。自習時間
が長いことには，通学時間が短いことも多少影響が
あるようです（「だいたい 条界隈に住んでいます
ね」の声）。ただ，アルバイト時間が少ない分を勉強
に使っているとも考えられます。
小笠原： で調べると日本の大学生の問題はアル
バイト時間の長さですね。これが長いと勉強はやは
りできませんね，物理的に。
細川：それには家庭の事情もあります。道内のあ

る公立大学の先生の話では，だいたい 割ぐらいの
学生は親から仕送りを受けていないそうです。
町井：北大の学生は，

私学にくらべて，相対
的に恵まれています
よ。ひとり親家庭の子
弟などアルバイトをし
ないと大学には行けま
せん（学費や貸し付け
型の奨学金の話が ，
分続く 省略）。

「北大方式」の教育改革を全国に発信

細川：次に阿部先生よろしくお願いします。
阿部：話すことは山ほどあるのですが（笑），最初

のあたりをちょっとお話しますと，たまたま私は医
学部で教育の関係を担当することになって，ちょう
ど教養部が無くなって新しい学部一貫教育になると
きで，お前勉強してこいと言われて，医学教育の研

修会に参加しました。私立大学中心のいわゆる
当時 とは言っていませんでしたが ，

週間缶詰になって勉強する会で，そのときが 回
目でした。良い機会だと思って，教育のことは何も
知らずに，そこに教育の基本があるのかと思って参
加しました。 に参加して，みなさんと同じで，
非常に反発を覚えました。まったくアメリカ流のや
り方で，用語も訳語はカタカナのままでした。こん
なもの日本では使えないと思って，帰ってから日本
語版に翻訳して医学部で （平成 ）年の 学期
にやってみました。ちょうどそのとき，教養部が無
くなるので医学部の代表が必要になって，お前そち
らの委員会に出ろと言われて，そこではじめて「教
養の先生方」にお会いしたわけです。
その（一般教育等実施体制検討委員会）教育課程

専門委員会（委員長新妻篤のち中村耕二）への参加
は，私は新田先生より後で，先生は非常に立派な発
言をされていました。たしか，教養部が無くなるの
は困るということで，さすがにうまいことを言うも
のだと感心しました（笑）。たいへん勉強にもなり
ました。それで吉野先生が一般教育演習をやりたい
といって各学部を回っておられたので，自分もやっ
てみようと思って， （平成 ）年に寺沢浩一先生
を指名し私のところの助教授と私の 人でこれを始
めました。学生が全部自分たちで授業を進め，先生
はやり方を指導するだけという，いわゆる学生参加
型授業の始まりでした。並行して，医学部での
の成果を土台に医学部のカリキュラムを全部作り替
えました。そのとき，教養教育的なものをなくすわ
けにはいきませんが，医学部にはそういう先生が
まったくいないので，教養担当の先生にお願いする
しかないもので，医学部は理系だけれど人間教育が
とても大事で文系的な面もあるなどと言って，教養
教育のこともずいぶん考えるようになりました。
そのうち （平成 ）年に新しいセンターがで
きることになり，そこには教養の先生は誰もいなく
なるのでどうするかという議論の中で，町井先生が
いた教育学部の産業教育計画研究施設の専任教員を
新センターに移すことになりました。ここは生涯学
習に関係していて，私も放送講座の関係で多少関係
していたもので，当時の医学部長の斉藤秀哉先生に，
生涯学習だけで教養教育のことを扱うのは少し違う
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のではないか，もう一つ，大学の教育をきちんと考
える組織と人が必要だと言ったところ，理学部長の
堀浩先生などの加わった組織運営専門委員会（近藤
潤一委員長）で検討して，高等教育を推進する専任
教員が必要だと文科省に要求することになり，私も
一度ついて行ったことが
あります。それが認めら
れて高等教育研究部の小
笠原，西森敏之，細川の
人の専任教員が，おそ
らく丹保先生の指名で決
まって，研究部長は工学
部の吉田宏先生でスター
トしました。
私も研究員として研究部の活動に参加しました。
ほかの大学のセンターと非常に違うのは，教員がい
わゆる「大学教育学者」の集まりではなかったこと
です。みな理系の先生ばかりで，私も理系ですので，
非常に話が通じやすく，具体的に何かをやろうとい
うときにスイスイ通じました。私は一般教育演習で
学生参加型の授業を始めていたので，その発表の機
会や研究費もいただきました。それで （平成 ）
年に吉田先生が図書館長になるとき，研究部長をお
前やれと頼まれ，（医学研究科教授と）兼任で担当す
ることになりました。私も専任のみなさんも教育学
者ではないので，自分たち教員に必要なこと，大学
に求められている教育改革の課題を具体的に解決す
ることを目標にして，研究部長として動きだしまし
た。小笠原先生はたいへん頭の良い人で，いろいろ
なアイデアを持ってくるので，僕はウンウンとうな
ずいて，ではこれとこれをこうやりましょうといっ
て設計し，それで始めるという形で，たいへん良い
コンビでした（笑）。
そうして，たとえば （平成 ）年に全学

を始め，これが全国的に注目され，招かれていくつ
もの大学を回りました。そのうち北大 に
の記者が密着取材に来て，全国放送でこれが北大方
式の教育研修会だと紹介したもので「北大方式」と
呼ばれるようになりました。私は全国を回って，北
大方式は 研修会のほかにもたくさんありますと
説明しました。そのほかに私は放送講座の委員を
年ぐらい務め，私がマニュアルをつくって，これ

も北大方式の放送講座といわれ，他大学のモデルと
なりました。さらに，昔からあった北大方式の教養
教育全学支援体制，それに北大方式の教養教育，学
生参加型授業，教養教育のコアカリキュラムなどが
あります。
コアカリキュラムは小笠原先生の発案で始めたの

ですが，その前に文科省から医学部と工学部にコア
カリキュラムをやってみろと言ってきて，工学部担
当の名古屋大学は，工学部にはいろいろな分野が
あってこれをコアカリキュラムにまとめることはで
きないといって結局やめたのです。でも，医学部の
教育はだいたいまとまっていますから，その流れ中
でまとめて，全国でもまとめていくことになりまし
た。ところが小笠原先生がそれを教養教育でもやり
たいたと言うので，研究部で取り上げて，すでに教
養教育の再編成は動いていたのですが，それをもう
一度やり直すことになりました。
そこで小笠原先生を中心に研究部主催で教養教育

に関する国際シンポジウムを 日間やり，特に私の
発案で芸術を入れることになって， 日は「総合大
学に芸術を」というシンポジウムを一般公開で行い
ました。このシンポジウムのお客さんで，マサ
チューセッツ州立大学芸術学部のジョン・ジェンキ
ンス先生のお話が感銘深かったので，その後，客員
教授として招き，音楽の模擬授業をやってもらいま
した。これはたいへん面白い授業で，北大オーケス
トラなどにも協力してもらって，クラスの中で実際
に芸術の実践（音楽の演奏）をやりました。こうし
て芸術科目が定着していろいろ動きだしたのです。
それから，私は大学の評価委員会にズーッと関

わっていて，結局 年以上，最後まで関わりました。
その中で教員の教育業績評価の一環として，北大方
式の学生による授業評価をつくりました。それから
北大方式の 入試もあります。こうやって数えて
いくと，北大方式と呼ばれるものは つもあって，
私はそれらに深く関わってきました。それらが注目
されて，北大ではこうやっていますと全国に宣伝し
て回ったものです。もう何十もの大学へ行きまし
た。ほとんど流行タレントみたいなもので，一週間
に カ所回ったこともあります。一つの大学に複数
回行ったこともあって， 年間で合計 回以上行
きました。そうやって，私は非常に面白い時期に居
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あわせました。どうもありがとうございました。
丹保：教員評価をみんなにやってもらって良かっ

たですね。
もう一つ，先生のお話に関係して，表現系の学部
が北大にはないのです。日本の旧帝大系にはないの
ですが，九大が芸工大を入れて，阪大が大阪外語を
入れたでしょう。大阪外語の得意分野はメジャーな
外国語ではなくマイナーな外国語ですね。あれは強
いと思いますよ。北大は僕らの時代に非常に短い期
間，音楽特設と体育特設があったのですが，その頃
の連中がその後ものすごく活躍しています。なぜや
めてしまったのか，もったいないことをしました。
いろいろ見てみて，このあいだ総長にも話したので
すが，そういう関係の分野を取り込んだ方が良いと
思います（以下， 分ほど表現系の学部についての
意見 省略）。北大の建築は建築工学はやります
が，建築の芸術はあまりやりませんから，ああいう
分野をうまく取り込んだら北大の力になると思いま
す。何とか北大が表現系を持ったら良いと思いま
す。文学部ではなかなかできないでしょうからね。

総合大学における 3～4年制の教養教育

細川：では次に新田先生よろしくお願いします。
新田：私がこの本に書いたのは，教養部解体の前

にあったいろいろな委員会の一つでの活動です。つ
まり，大綱化のあと，学部一貫教育にすることが決
まって，その後の教養教育をどうするかを検討する
教育課程専門委員会に入らされたのです。誰かが私
の前に断ったので私にお鉢が回ってきて，そこから
私の人生が狂ってきました。ただ私はそのころ，大
綱化というのは別に教養部を廃止しろということで
はなく，丹保先生がおっしゃったように，大規模な
総合大学は 年間をすべて教養課程にするという方
向もあり得ると思っていたので，ちょっと違和感が
あったのですが，その
ころ私は四十になった
ばかりの助教授で，こ
れはもう仕方がないと
思って教養科目の再構
築の仕事をしたわけで
す。実質的な作業時間

は半年しかなくて，夜中までズーッと会議があった
という記憶があります。委員長はドイツ語の新妻篤
先生で，さきほど話に出た吉野さんが文系をまとめ
て，理系のとりまとめ役はいま総長の山口先生でし
た。
それからいろいろな学部を回って，新しいカリ

キュラムを各学部にどう取り入れてもらうか，教養
教育科目はこういう形で設計しましたので，ぜひお
宅のカリキュラムに取り入れて下さいというような
セールスをして歩いたわけです。いろよい返事の学
部もあったのですが，ある学部では いまでも覚
えていますが ，一般教育演習は少人数教育で良
いからぜひ必修にしたらどうですかと言ったら，う
ちの学部の教育についてよそさまから口出しされる
いわれはありません（笑）という反応の学部もあり
ました。そうやって各学部に教養教育をつくり上げ
ていただきました。これはコアカリキュラムと言い
だす前の段階で，どういう教育をやるか，模索とい
う感じでした。
私自身は教養部の 年の前期は授業という授業に

ともかく全部出たのです。しかし後期は外国語を除
いて一切出なくなりました。つまり面白くなかった
のですね，教養部の講義形式の授業は。外国語はそ
の先の専門に必要だろうと思って，それだけは出ま
した。そういう人間がいま高等教育推進機構長を
やっているのはいかがなものかと思うのですが，た
だそういう経験があるので，委員会でも，学生が面
白いと思える授業をつくろうと，吉野さんと相談し
て論文指導のような科目の開設もやりました。

（平成 ）年以降は全学教育にはあまり関わ
らなかったのですが，それでも小笠原先生に新しい
授業を開発するので何かやれと言われて（「技術倫
理の授業でしたね」の声）お前の講義は面白くない
とか言われながら（笑）やっていた記憶があります。
教養教育は単にアラカルト方式で良いのか？とい

う問題が今でもありますが，今の教育の流れから見
れば，いわゆる総合大学，核となるような大学では
キッチリとした教養教育をして，専門教育はスクー
ルでというような基本方針があるべきだという考え
が今もあります。
丹保：北大では学部 年間は全体を中心にし

て もちろん分かれますけど，デパートメントで
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はなくオプションで分かれるような格好で良いの
で ，残り 年で卒論を兼ねて専門をやれば学士
の学位を与える，そうでなければ大学院に行きなさ
い，ということにすれば，大学院 年と合わせて
年でマスターになれます。そうすれば大学院の方は
完全に専門教育に徹していけますから，ほかにこだ
わらないで 横の関係はもちろんありますが
よっぽど突っ込んだことができますね。
新田：いまの大学院教育の原型は研究者養成です

が，研究者になる数は少ないわけで，実際に社会に
出ていろいろなところで働く場合，修士でも博士で
も研究者ではないのですから，そういう教育はカリ
キュラム上きちんと区別するべきだという感じはあ
りますが，これはいまの学部の体制では，なかなか
受け入れられないとは思います。
丹保：バチェラー（学士）にもう昔ほどの価値は
ないのですから，それはしっかり考え直さないと。
小笠原：新田先生や山口先生が書かれた教育課程
専門委員会の報告書をよく読ませていただきました
が，ほかの専門委員会との調整はあったのですか？
新田：たぶん無かったと思います（笑）。うちは下
請け委員会のようなもので，ほかの，たとえば組織
運営専門委員会は，学部長の先生方がいらっしゃる，
もうすこし偉い委員会で，私たちの権限は上で決
まったことを具体化することでしたので，調整は無
かったと思います。
小笠原：でも，不思議なことに，教育のスピリッ
トはこの委員会の報告書の方に出ていますね。
新田：そうですね。あのとき「北大の精神は何だ」
というようなことを書きましたね。
佐伯：つい昨年，私の教え子の娘さんが学校に来

たのです。カナダのトロント大学を卒業しまして
ね。彼女も最初はビジネスの方に行きたかったので
すが，やはり教養課程ばかりで，工学系だけは 年
ほど経てばパッと分かれますが，残りはズーッと
年間教養教育のようなものばかりだったそうです。
教養ならどこにでも行けるのかと聞いたら，そうは
いかないそうで，人気のある生命科学とかは，その
授業をとる前にあれを取れこれを取れと言われてな
かなか生命科学に行き着かない。分野で分けてはい
ないけれど，行きたい人はいろいろしなければなら
ないようです。それで彼女は最終的には歴史を取ら

ざるを得なかったそうで，では歴史にはどうやって
行き着いたのと聞いたら，一番近場の「アジアの歴
史」というのをズーッと取っていったそうです。
割が中国史だったそうですが。
丹保：プリイグジット制（それぞれの科目ごとに

事前履修科目を定める制度）をガッチリすると，か
なり立派なプリカリキュラム（予備教育カリキュラ
ム）ができますね。
佐伯：大学院でここに行きたいと思ったら，遅く

とも 年の終わりか 年までに関係の授業をとって
いなければならない，それが厳しくてということで
した。北大では学科への移行が大変ですが，あっち
は科目をとるときにハネられるのですね。
丹保：それが本当なのだろうな。
新田：それぞれの段階で競争があるのですね。

生涯学びつづける力を育てる

細川：それではつづいて町井先生お願いします。
町井：今日はたった一人の生涯学習計画研究部と

いうことで，おさらいしておきますと，歴代の研究
部長はまず山田定市先生，そして小林甫，小出達夫，
この 人は教育学部出身で，そのあと徳田昌生先生，
野口徹先生は工学部，そのあとが私，農学部の松井
博和先生，そして最後が木村純先生でした。
生涯学習研究部は外にサービスすることばかり考

えてるのじゃないかと言われた記憶もありますが，
必ずしもそうではなくて，生涯学習の視点からの大
学教育の調査研究を米国や韓国の大学と共同で行っ
てきました。特に小出部長のときは，いま東北大学
で活躍している羽田貴史先生とか，阪大で中心に
なっている佐藤浩章先生とか，みな小出さんの教え
子で，特に佐藤先生は生涯学習研究部の共同研究に
参加していました。お二人ともいま他大学の高等教
育センターで頑張っています。
私と小出さんと二人で科研費をとってポートラン

ド州立大学と共同研究で大学教育を調べてみると，
あの大学では当時「生涯学習者を育てる」ことを大
学のモットーとして掲げ，大学教育は大学の中だけ
で終わるものではなくむしろその後に学ぶ基礎力を
育てるものだと考えて，ユニバーシティースタ
ディ・キャップストーンプログラムなどで学生が地
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域社会や行政とも協力して取り組んでいました。そ
の辺に注目して毎年交互に研究会を開き，センター
の行事にも取り上げてもらいました。
そうは言っても，私どもの外へのサービスの負担
は結構重くて，私も道民カレッジの会長を十年近く
務めました。それでも教養教育に関わり，卒業生に
よる社会で必要とされる力などの講話をもとに「大
学と社会」という総合講義を立ち上げて，学生たち
にも好評でした。そのほか，北大公開講座に高校生
に参加してもらいそれが高大連携型の授業として高
校の単位になるという
取組も行いました。そ
れらも含めて，生涯学
習の視点からの我々の
大学教育への貢献もも
うすこしいろいろな形
があってもよかったか
と心残りはあります。
高大連携に関連して，私は 年 月までの予
定で北大で教職課程の授業を担当させてもらってい
ますが，高大連携として北大のいちばん重要な使命
は優れた高校教員を育てて地域に送り出し，そこか
ら北大で学ぶ目標をもった高校生が育ってくる，そ
ういうことじゃないかと思うのです。昔もたとえば
物理で，高校で北大出身の先生に習ってその影響で
北大に入ったという例が結構多かったのです。そう
いう意味で教職課程の授業は北大にとって高大連携
の重要な仕事にもなるのじゃないかと思います。
結局，機構への改組で生涯学習研究部は無くなっ
てしまって心残りはあります。それでも強調してお
きたいのは，教養教育は専門教育の準備課程ではな
く，生涯にわたり自ら学んでいく基礎となる力を育
てるものなのだということです。教養教育のそうい
うあり方もぜひ考えていただいきたいと思います。
新田：生涯学習研究部の縮小は，大学全体の教員

数を縮小せざるを得ない中で，ほんとうに申し訳な
いことですが，いまは教養教育だけでなく，大学院
のほうでも「新渡戸スクール」という国際化プログ
ラムで育てたい力としてまず挙げているのが，まさ
にいまお話のあった「生涯学びつづける力」です。
生涯学習力を育てることは，現在，国民にとって大
きな課題でして，大学としても学部教育だけでなく

大学院教育の中にもそういう仕組みをつくってプロ
グラムを走らせているところです。
町井：もう一つ現役の先生方にぜひお願いしたい

ことがあります。私の退職のすこし前に社会人大学
院生 人ほどにアンケート調査を行って，文科省
や社会の反響が大きかったのですが，社会人大学院
生の北大に期待するニーズとプログラムが必ずしも
一致しておらず，社会人大学院生が北大のよさを学
びとっていない，自分が何をしたらいいかわからな
いという実状がわかりました。社会人学生の教育は
大学と社会の関わりにとってとても重要で，社会人
教育の方法の改善は，より長い視野で，大学教育の
あり方にも関わる問題だと思います。社会人大学院
生は，非常に忙しくて，教育の実状への失望もあっ
て，かなり減ってきているとは思いますが，ご配慮
をお願いします。
佐伯：私の考えですけど，アメリカでは，社会人

が大学院でマスターやドクターの資格をとればかな
り給料が上がる，学位にそれだけの魅力があるので
すが，日本の場合は年功制の体系で給料はほとんど
上がらない，休んだらダメで，給料が学位に見合っ
ていないのです。それでは大学院で学ぼうという気
持ちにはなかなかならないですね。一つの例です
が，世界銀行出資のある国際プロジェクトで給料を
較べたら，日本の某役所の 代半ばの課長補佐さ
んがリーダーになったのですが，グループの中でい
ちばん給料が高いのは若いアメリカのドクターだっ
たそうで，一般社会はともかく，研究職などでは高
度なことを学んだらそれだけのことがなくてはね。
丹保：生涯教育には放送大学をもっと利用したら

いいと思うのです。北大にもお世話になっています
が，お互いもう少しうまく組めればいいと思います。
僕のところ（道立総合研究機構）には研究員が
人いて，その三分の一， 人はドクターをもっ

ていて，その半分以上は社会人ドクターですから，
社会人ドクターは大事だと思います。それが案外北
大ではなく帯広畜産大とか室蘭工大でもらってい
て，北大でももらえるようになるといいと思います。

教務事務の電算化から初音ミクへ

細川：それでは，次は出村さんお願いします。
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出村：私はこの場では唯一の元事務職員です。教
養部最後の事務長から，全学教育のスタートのとき
は右往左往しながら廣重，丹保両総長はじめ中村耕
二，板倉智敏両先生のご指導の下スタートしました。

まずこの本を読んで
感じたこと，新たに認
識したことの一つは，
北大の全学教育が，官
制化されていない教養
部であったために，教
官の分属とか所属替え

とかがなくて， 年近くもっぱらカリキュラムと組
織のことに集中して検討されたことは，非常によ
かったと思います。もう一つは，新制大学発足のと
きに教務課構想があったこと，そして小笠原先生が
書かれている農学部の「全人教育」の伝統が北大の
予科，教養部に間接的に伝わっていることです。
全学教育のスタートのちょうど 年前に教務事務

電算化の検討がはじまり，当初は自主開発で，現在
使われている学生の （身分証明書）で図書館の入
館を可能とすることなど，電算化がすべて上手く可
動できたことは自信をもって言えます。ただ，最大
の失敗は，最後の教養部の学部移行事務が電算のミ
スで三日間遅れてしまってことです。これは学生に
とっては一生を左右する問題です。幸い最後は電算
を直して手作業でやって中村耕二先生の了解を得
て，キチッとできましたが，失敗事例でした。
北大の全学教育の 年目に慶應義塾大学教務部長

と教務課長のお二人が視察に来ました。当初は北大
の入学者選抜制度について聞きたいという話で，入
試課長と二人で対応しました。北大の全学教育に対
する全学の先生方の協力体制が見事で，信じられな
いと述べていました。もう一つは，放送講座や公開
講座など，北大は地域貢献や生涯学習に熱心だと褒
められました。もちろん，そのほかのことでは慶應
は北大には負けないぞという意識を感じました。
最後に蛇足ですが，当時教務課で旧教養部の電算
化をやっていた伊藤博之君は，コンピュータの画像
処理と音声で，のちに有名な「初音ミク」の開発者
になりました。公務員試験を受けて，工学部の沖野
教郎先生のところで電算の知識を身につけて頭がガ
ラッと変わったそうです。教養部に来てからいろい

ろあって，君は公務員には向かないと言ったことが
あります。するとその年の秋に辞表を持ってきて，
実はベンチャー企業を立ち上げると言います。引き
止めたのですが退職して，立ち上げたクリプトン・
フューチャー・メディア㈱は軌道に乗って，いま国
内外で有名になっています。
最後に，この本はそのまま次の北大 年史の原

稿にもなると思います。以上，思いつくままですが。
細川：初音ミクは面白そうで私も買いました。
小笠原：電算化の初期にはほかの大学でもそうい

う神がかりのような職員がいたようですね。
出村：最初の 年間くらいは他大学から視察が

次々と来て，私も名刺がすぐに無くなったものです。

北大生の芸術リテラシー

細川：ではつづいて三浦先生お願いします。
三浦：いまお話に出た伊藤先生は，私どもの情報

大学でコンピュータの授業をしていただいています。
それはさておき，私は （平成 ）年から北大

で芸術科目の授業を担当してきた感想などをお話さ
せていただきます。
私の専門は哲学ですが， （平成 ）年に小笠

原先生に来年度「芸術と文学」という新科目を立ち
上げるのでその委員会に入らないかと声をかけられ
ました。当時私はあちこちの大学で非常勤講師をし
ていまして， 年間委員会に出席させていただき，
そもそも「芸術って何だ」「将棋やチェスだって芸術
じゃないか」とか取り留めのない話からはじまって，
真剣な議論が交わされたのを鮮明に覚えています。
私は音楽が好きなだけで学問的な専門家ではない

のですが，札幌交響楽団や，毎年 月に札幌で開催
される （パシフィックミュージックフェスティ
バル）の事務局と多少関係があったもので，それら
と連携してクラシック音楽を聴く授業をやってみな
いかと誘われて，次の年から地域連携型の芸術科目
をはじめたわけです。
正直言って，自分が北大生だったころは芸術系の

授業なんてありませんでしたから，突然明日から音
楽の授業をやってみろと言われてたいへん戸惑いま
した。北大生にこういうことを教えて意味があるの
だろうかと自問自答しながら授業をやってきまし
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て，今年でなんと 年目です。
結論から申しますと，
北大生はとてもセンスが
あって，教える意味がある
のかなんていう疑問を吹
き飛ばすくらい熱心に授
業を聴いてくれています。
ご存知かも知れませんが，いまの北大生は楽器を
やっている子が非常に多くて，特に私の授業をとる
学生は 割以上，たとえば 人のクラスで 人以
上は，楽譜はもちろん読めますし子供のころから何
か楽器をやっています。たいてい北大オーケストラ
部に入っていて，私より音楽がよくわかるかも知れ
ません。今年はとうとう，私の授業をとっていた川
村拓也君という医学部 年生がバイオリンで
に出演しています。いまの北大生のもっている芸術
リテラシーは，音楽に限ってもたいへん高いのです。
毎年春のガイダンスで聞くと，自分は音楽大学に
行きたかったけれど，親から音大なんかに行ったら
就職がないから北大に行けと言われて仕方なくきた
という学生がほんとうに多いもので，趣味として
ちゃんと音楽をつづけていけばいいと慰めたりしな
がら授業をしています。音楽学者になるといった道
は今の北大にはないのですが，関心をもつ学生，最
初のガイダンスに出席する学生は年々増えていま
す。去年の後期の「札響と音楽文化」という札幌交
響楽団のコンサートを聴く授業のガイダンスには
人くらいきて，チケットは 枚くらいしか無い

ので，いろいろ条件を厳しくして制限しても 人
くらい残って，その数で授業をやりました。それく
らい音楽に対する潜在的な需要は高いのです。
彼らには音楽とは別の専門があるのですが，音楽
に対する関心は非常に高く，教養やアクセサリーと
いうより，かなり本格的な志向の強い学生が多いで
す。考えてみると，どんな専門分野の仕事でも，い
まは音楽と関わりのある分野がどんどん広がってい
ます。たとえば医学なら音楽療法とか，工学部では
音響工学に関心のある学生もいれば，心理学では音
楽心理学をやりたい学生もいるという具合で，必ず
しも音楽学者にならなくても，音楽を自分の専門分
野とつなげることが可能です。経済学志望の学生が
音楽と経済の関係を学ぶとか，どのようにでも考え

られる時代なので，教える方もとてもやり甲斐があ
ります。特に学生はまだ若くて感受性が瑞々しく
て，どんなことを話してもちゃんと響くのです。
コンサートを聴いたあと感想を発表させると，実

に細かいところまでよく聴いています。特に首都圏
からきた学生で，英才教育で三歳くらいからバイオ
リンやピアノをやっていたという学生がものすごい
数います。そして高校で受験勉強のために止めてし
まったとか，音大なんか行くなと親から言われて止
めたという学生がかなりいて，それをいまも引き
ずっている者が多いのです。彼らに聞くと，小学生
のころ親に無理矢理クラシックのコンサートに連れ
ていかれて 時間の交響曲を聴かされたけれど，何
がいいのかさっぱりわからなかった わかる訳が
ないのですが 全然面白くなかった，ところが今
回聴いてみてこんなに素晴らしいのかとはじめてわ
かったという感想が毎年たくさん出てきます。です
から，二十歳前後になって，音楽を専門としなくて
も，音楽に馴染むということはとても重要で，「芸術
と文学」という授業はとても重要だというのが，私
の偽らざる印象です。
私事になりますが， （平成 ）年に博士号をい

ただいたときちょうど丹保先生が総長でいらっ
しゃって，授与式でのお話をいまだに鮮明に覚えて
います。丹保先生は，みなさんそれぞれ専門がある
けれど隣接する分野のことに関心をもちなさいと話
されたのです。私自身，隣接分野の授業をしている
わけで，学生にも音楽はどんな専門分野でも結びつ
けられるのだと口を酸っぱくして言っています。
というわけで，毎年やってきて，とてもやり甲斐

のある仕事だと感謝しております。
小笠原：三浦さんは獣医学部を卒業されたあと文

学研究科で哲学を専攻された方です（一同「エーッ」）。
佐伯：お話を聞いて思ったのですが，北大に来る

学生は道内でいちばん豊かなお宅のお子さんなので
す。東大はもっと上で，慶應よりも上だと，慶應の
元塾長の安西祐一郎さんがいつも言っていました。
そういうお宅の子供さんだから小さいときから趣味
で楽器をやったりしているのですね。
丹保：東大は会社役員の子が多くて，北大は学校

の教師や公務員の子が多いのですね。
町井：丹保先生のころ，生協の調査で，親の年収
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の平均が東大は 万，北大が 万でしたね。
佐伯：北大は七大学の中ではいちばん下でしたが，

私のころは 番目になりました。本州から来る子が
増えたためです。
新田：東大が年収 万以下の子には授業料を免
除すると言っても，そんな学生いないのですよ。
阿部：ぼくも小さい頃から絵が好きで，絵の道も
考えたのですが，絵じゃ食えないと思って医者にな
りました。医学でも動物学とか，絵の素養が役に立
つのですね。そういう思いがズーッとあって，たま
たまマンドリンを弾くようになって，そのころまだ
教育学部に特設音楽科があって，その学生の演奏が
とてもよかった，そういう思い出もあるもので，芸
術科目が定着したのはとてもうれしいです。
佐伯：医学部出身でピアノの名手といえば上杉春
雄さんがいますね。今度また医学部の新人がピアノ
ですごい賞とったそうですね。
望月：安田和則理事が，医学部にはいつの時代も
才能がいて甘く見ちゃいけないと言ってましたね。
丹保：入学式で演奏する北大オーケストラの指揮
者の川越守さんは私と中学から同期で特音です。 ，
年だけ音楽特設と体育特設があったのですね。
佐伯：特音から 響に行った人もいましたね。
望月：札幌大学の高橋健一郎先生に北大の全学教

育でお願いしているロシア音楽の授業も，先生と一
緒に演奏できると，たいへんな人気だそうです。高
橋先生はロシア語学が専門ですが，ピアノもすごく
て全国レベル，国際レベルの賞をとっているのです。
お父さまは亡くなられた北大言語文化部長で，本人
は芸大も考えたけれど東大を選んだそうです。そう
いう子たちは勉強もできるのですね。
阿部：ハーバード大でも，いまのお話のとおり学
問も芸術もという学生がたくさんいますね。
小笠原：ポーランド共和国の初代首相は，パデレ
フスキという大ピアニスト・作曲家でしたね。

普通教育が生き方を決める

細川：それではつづいて佐々木先生お願いします。
佐々木：私は 年 月 日に北大に赴任しま

して，そのときは教養課程の学科目の担当でした。
教養部教官会議にも出て教務委員もやり，その関係

でいまの構内交通委員会や北十八条道路問題専門委
員会でアンダーパスの案をまとめたりしました。そ
の後，学部の講座に移ってしばらく入学者選抜制度
調査委員や学生委員などの仕事をしましたが，丹保
総長のときに 入試の問題で二度目の入学者選抜
制度調査委員を仰せつかって，それ以来入試改革や
高大接続問題に関わってきました。
入学者選抜の話は教

養教育と深い関係があ
ります。かつての教養
教育にいろいろ批判が
あったのは確かです
が，設置基準の大綱化
により学部タテ割り入
試になって以降，私が
いちばん心を痛めたの
は，学部・大学院に一般教育（ジェネラルエジュケー
ション）を欠く学生がいっぱい出てきたことです。
公共政策大学院の宮脇淳先生の法科大学院との合併
授業で「なんで人を殺してはいけないのか」と問う
たら，法科大学院の学生が「刑法に書いてあります」
と答えたもので宮脇先生は驚いていました。そうい
う学生の単位の取り方をみると，法学部に入って初
年次から法学関係の科目ばかりとっていて，そのま
ま実定法の授業に入る。哲学や文学も，法学以外の
社会科学も，自然科学も，どこでも学んでない。そ
うするとそんな学生が出てくるのですね。
そこで思い出すのは，アルフレッド・マーシャル

（ - ）というイギリスの経済学に足跡を残し
た人の『経済学原理』の中にある言葉で，「学校で習
う専門というのはどうせ賞味期限のあるもので，大
切なのは普通教育だ。それが学校を出てから新しい
問題にぶつかったときにどう生きるかを決定する」
という趣旨のことを言っています。
そんなわけで，北大で一般教育が今日までみなさ

んの努力でつづいてきたことに，私は心から感謝し
たいと思います。「北大方式」がつづいたおかげで
しょうが，学部タテ割りになってからも，スタート
時点で小笠原先生，阿部先生，新田先生，吉野先生，
山口先生など，いろいろな方々が努力されたおかげ
で，学部の勝手でカリキュラムをつくらせないこと
を徹底して，そのあとも安藤先生がかなりの腕力を

─ 106─



使って，学部が勝手に切り分けたいというところを
ことごとくはね除けてつくってこられたことはもの
すごく大きかったと思います。だから北大には普通
教育，一般教育を育てていく芽がある，これを大事
にしてさらに豊かにしていってほしいと思います。
私が入学者選抜制度の改革を考えたのもそれと関
係していて，ズーッと入試のことを考えていると，
高大接続が上手くいっていないわけです。理由はい
ろいろありますが，そこでいちばん大切なのは，子
供たちにはどの科目が得意だ・不得意だということ
はあるでしょうが，高校まではともかく普通教育を
ちゃんと受けて，それを前提に大学に入ってくるよ
うにしないと，まともな大学生にはならない。そう
いうシステムがいまの日本ではほとんど壊れてし
まっている。それが中村総長に言われて国大協第二
常置委員会の専門委員の仕事をはじめたときに思っ
たことです。そのとき閃いたのが「底の抜ける高校
教育，痩せ衰える高等教育」というキャッチフレー
ズで，このままではほんとうに大変だと思います。
そんなことで今日までやってきたのですが，その
プロセスで大くくり入試は絶対必要だと考えて，佐
伯先生にかなりバックアップ，サポートしていただ
いて報告書を出しましたが，実施まで 年以上かか
りましたね。そのとき驚いたのは，理系の先生たち
は「総合教育部」にすぐ乗ってくれたのに，文学部
と法学部がダメだと言ったことです。文系こそは諸
学に通じていなきゃいかんのだろうにと思うのです
が，そうならない。経済と教育が 割出すと言うの
で文学部と法学部は 割り出してくれと言ったらそ
れも嫌だという。それに執行部の中の文系出身の人
も反対するのでそのときは実現しませんでした。自
分の学部のことしか視野になくて，学生のことを本
当に考えてはいないのです。それで私は北大ではも
う学部は無くしたほうがいいと思いましたね。
新田：そのとおり，コース別の教育プログラムだ

けでいい，学部・学科という屋根は要らないのです。
佐々木：各学部がカリキュラムと学生を囲い込ん
でしまうのはもう要らないですね。考えてみれば，
工学部では学科や専攻を越えてπ型授業とか， 型
授業を実施しています。それを全学でやったらいい
と思いました。かく言うほど私は，普通教育をなん
とかしなきゃいけないと今でも思っています。みな

さんの支えがあってこれまでいろいろなことをやっ
てきましたが，まだまだ課題はつづくのでしょうね。
最後に私のモットーを一つだけ申し上げておきま

す。これは自分で勝手につくったものですが「真理
は曲がって必ず貫徹する」と，こう楽観的に考えて，
みなさんとともに歩んで参りたいと思います。
小笠原：国立大学法人でほかにも総合入試をやり

たいという大学がありますね。
佐々木：まぁ，やってもダメでしょうね。
新田：あそこの教育担当副学長は知り合いですが，

本気だと言ってますよ。
佐々木：いくら本気でも，北大と東大以外は，学

部の枠が強すぎて，それがガンですね。
新田：たしかに北大では，教養部が無くなったあ

とも旧高等教育センターにその が残っていた
ので， 年のブランクがあってもできたのですね。
佐々木：いま私は大学評価の仕事もしていますが，

入試でも，評価でも，学部の壁を越えて全学で力を
合わせるのがいかに難しいか，よくわかりますね。

先進的な情報教育と TA制度

細川：次は栗原先生よろしくお願いします。
栗原：この本への私の貢献はほんのわずかなもの

でして， 年間だけ教育改革室に参加したときの仕
事です。教養教育は複雑な多面体のようなもので
しょうが，私の接点は情報教育という一点だけです。
当時，高校の普通教

育で情報処理教育がは
じまり，それに対応し
て北大の情報教育も新
しくしなければならな
いということで，教育
改革室の で取り
上げられたわけです。最初は簡単な仕事かと思った
のですが，やってみると関連してさまざまな難問が
出てきて思ったより大変でした。言いたいことは山
ほどあるのですが…（笑）
まず一つは，私なんか工学部でコンピュータを研

究しているばかりで，教育について深く考えたこと
はなかったのですが，教育改革室ではみなさんそれ
ぞれひと言お考えがあって，あるとき小笠原先生が
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おっしゃったことを今でもよく覚えています 教
育の基礎はまず学生の名前を覚えることだと。それ
で自分でも努力してみましたが，定年間際になって
もなかなか実現できませんね。さらに思い起こせば
数年前，まだ助手になって数年のころ，お昼どき

に工学部の北のほうを歩いていたらむこうから当時
工学部長の丹保先生が歩いてみえて，いきなり「栗
原くん」と声をかけられたのです。話の内容は忘れ
ましたが，工学部の教員は 人近くいるのに学部
長が何で私の名前を知っているのかと驚きました。
そんなわけで，学生や部下の名前を覚えることを重
視される丹保先生と小笠原先生がこの場にいらっ
しゃるのには何か必然性を感じます。
北大の情報教育の新しいカリキュラムをつくるに
あたって，私一人で決めるわけにもいかないので，
センターに情報教育研究会をつくってもらって，工
学部から私や情報教育の責任者など 人ほど，あと
大部分は他学部の先生たちで，文系の方もおられて，
それぞれコンピュータについては一家言おもちの先
生方ばかりで，議論がはじまるとまったくまとまら
ない。小笠原先生も困っておられました。総合大学
でみなさんの考えをまとめるのがいかに大変か，そ
のとき初めて実感しました。
ちっともまとまらないので，こうしたらどうかと
すこし強めの意見を言ったら，小笠原先生がそれは
いいから文章にまとめてくれとおっしゃって，なん
とか文章にして各委員に回したら，当日欠席の文系
の委員から，何でこんなものをまとめるのだ，栗原
にそんな権限はないというお叱りで大騒ぎになって，
最後は小笠原先生に巧くまとめていただきました。
それで終わりかと思ったら，カリキュラムをまと
めただけではダメで，実施体制までまとめてほしい
と言われて，当時，国立大学の法人化に伴って非常
勤講師を大幅に減らさなければならないという問題
があって，情報教育は語学と並んで非常勤講師が多
いもので，それを半減して， 人以上いたのを
人くらいに削減してくれと言われて，クビにするの
は簡単ですけど，その代わりが問題で，非常勤講師
が減った分を誰が教えるのかということで，では
を使おうということになりました。ところが，

それまで の仕事は教室のライトを点けたり紙を
配ったりするだけだったのに，今度は先生の代わり

をして時給千円少々では が集まるのかという心
配もあって，また教育の質の維持の問題もあります
から， 研修をどうするかという話になって，そ
したら小笠原先生が思いついたように，それなら
「 の単位化」をすればいいじゃないかとおっ
しゃって，でも具体的にどうすればいいのかわから
なくて，最初はひどく無責任な話だと思いました。
それでも検討を進めていくと，成績評価の厳格化

の流れもありましたし， に給与を与えて同時に
単位も与えるって変じゃないかとか，単位化された
研修の授業には に採用されなかった学生は

参加できないのかとか，いろいろ指摘されて大変で
した。当時私はまだペーペーで，北大という大きな
総合大学で制度を動かすってのがどういうことか，
まったく先が見えない感じでした。
ところが，いま隣にいる安藤先生が，じゃぁそれ

を 判 ， 枚にまとめてみてくださいと言うの
で，ともかく 枚ほどにまとめて渡しておいたら，
私の知らないうちにそれが北大の制度になっていま
した。そのときは安藤先生の力かと思いましたが，
もちろん佐伯室長のお力も大きくて，ともかく教育
改革室ってすごい！と思いました。
制度ができても，情報科学研究科でそれを実施す

るにはまたいろいろ苦労がありましたが，そのうち
道が拓けました。そしてその記録がこの本に載った
ので，苦労した甲斐はあったのかなと思っています。
小笠原：北大の情報教育と 制度は，全国でも
飛び抜けたものですよ。

学生の学習意欲と職員の意識改革

細川：では次は望月先生お願いします。
望月：この本で私が書いたのは北図書館のことで

すが，その前に大くくり入試の問題で，文系のとり
まとめの係は私でした。 人という数は確かに多
くはないのですが，ともかくそれでまとめました。
ただそのときは，佐々木先生がおっしゃったような
反対意見はもうみな言い尽くしていて，もうみんな
諦めていたので，その数はそれほど難しくなくまと
まりました。それを全学に報告しても，まぁいいで
しょうと言うだけで，もうちょっと頑張ってこいと
は言われませんでした。
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北図書館については，ご承知のとおり，大くくり
入試とともに，あるいはそれ以前の （平成 ）
年ころから入館者数が本館を抜いて，それ以来
ズーッと上回っています。先ほどから話が出ている
ように，道外，自宅外の人が多いとか，あるいは履
修登録単位数の上限を設けたとか，いろいろな背景
がありますが，やはり最近の北大生は勉強するよう
になったなぁと思います。成績が「オール秀」とい
う人が 医学部移行を目指す人でしょうか

人くらいは必ずいます
から。そんなに頑張っ
てどうするのと心配に
なるような人もいます
が，そういう例外的な
人は別にしても，全体
に底上げされたという
ことは，北館での勉強

時間をみていると感じます。ビデオを見にくるだけ
ではなく ビデオもいいのですが 平日の試験
時期以外でも満席で机が無いということが起こっ
て，西館が去年できましたが，それももう満杯で，
試験時期には学外者はお断りにしています。
私は今年で定年ですが，北館の仕事がいちばん長
くて 年やって，事務の方たちの中に自分たちも役
立ちたい，大くくり入試になって全学教育がこんな
に変わったことに自分たちも関わりたいという気持
ちが強いことがよくわかりましたので，できるだけ
協力してもらってきました。その間に （

：職員研修）もはじまり，各部署が協力
して取り組むよう推奨されるようになって，そうい
う職員の気持ちを知ることができたことが図書館に
関わっていちばんよかったと思っています。学生の
学習意欲と職員の意識改革，これが北館の 年間で
得た私の宝ものです。
小笠原：すばらしい成果ですね。
佐伯：授業中に廊下をウロウロしてる学生を見か

けなくなりましたものね。
丹保：ずいぶん進歩したものだね。
佐々木：ぼくは文系がもっと総合入試枠を拡大す
ればいいと思うのですが，現状では文系が北大を
ローカルな存在にしている極ですね。
新田：文学部だけはかろうじて道外生がすこし多

いですが，ほかはもう完全に「北海道学部」ですね。

時間をかけて多面的に改革を継続

細川：それでは私と安藤先生が残っていますので，
できるだけ短く終わらせます。
私も言いたいことはいろいろあるのですが…（笑）
吉田先生，阿部先生，小笠原先生，安藤先生のあ

と研究部長を継いで， 関係， 関係，教育全般
など，いろいろな講演を頼まれるのですが，他大学
はなかなかうまくいっていないようですね。
京大の前の総長の松本紘先生がお見えになって教

養を見ていかれたのですが，よくわかった，時間を
かけなきゃダメなのですね，とおっしゃっていまし
た（笑）。 の関係で大阪府立大の担当の先生とも
話したのですが，うまくいかない，学生の自習時間
が伸びないそうです。
北大とほかの大学が違うのはなぜか，分析してみ

ると理由は一つ二つじゃない。北大はいままでいろ
いろな制度を時間をかけてつくってきて，それで上
手くいってるのですね。どれか一つ，たとえば
制（履修登録単位数の上限設定）だけを取り入れて
みても，それだけでは自習時間は伸びないのです。
結局，ここにいるみなさんが時間をかけて育ててく
ださったさまざまな教育制度改革の一つ一つがうま
く組み合わさって上手くいっている。 だけでは
ないし， の評価方法がいいだけでもない。そうし
た仕組みの全体が，北大はほかの大学よりうまくで
きているからで，その恩恵をうけて今後もなんとか
発展させていきたいと思っています。
総合入試にしても，それだけ取り入れればいいか

というと，そうはいかない。ソウル大学と毎年合同
研究会をしていますが，ソウル大学でも総合入試を
取り入れたのですけれど，話を聞いてみると細かい
仕組みをチャンとやってない，それで結局，学生が
人気の学部に集中して，不人気の学部には行かない
（「昔の北大と同じだね」の声），それで止めたそうで
す。北大では，これまで教育改革に取り組んできた
方たちがかなり細かいところまで気をくばって制度
改革を進めてきたのが大きいですね。
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芸術科目とオルガン，そして北大の未来

細川：最後に安藤先生に短いひと言と締めのご挨
拶をお願いします。
安藤：私は （平成 ）年に北大に赴任したと
き，この本に書かれているような北大の教養教育の
伝統については何ひとつ知りませんでした。ただ，
教養・専門・大学院・助手と東大駒場，そのあと山
形大学教養部と，比較的教養教育に熱心なところを
歩んできたので，北大で全学教育の改革に関わった
のは運命かなという気はします。

ここでは一つだけ，
芸術科目についてお話
します。北大にきて最
初の全学的な仕事は学
生委員で，そのあと全
学教育委員として「平
成 年度コアカリ
キュラム」導入に関わ
りました。そのとき

「芸術と文学」という新科目はできたけれど，実際の
授業，特に音楽の授業は学内に人材がいないため（地
域連携型の芸術科目とは別に）非常勤講師として東
京芸大の伊藤隆道先生（デザイン）と渡辺健二先生
（ピアノ），そのほか三浦先生（ショパン），藤原一弘
先生（オルガン）などに開講をお願いしました。
伊藤先生は札幌出身で暮れの風物詩「ホワイトイ
ルミネーション」をつくった方で，そのツテでピア
ノの渡辺先生にも引き受けていただき，以来 年
間お世話になりました。お二人とも北大での授業を
たいへん楽しみにして，さすが北大生だ，芸大生に
も常々これからは演奏家，制作家も言葉を持たなけ
ればダメだと言っているけれど，北大生のレポート
はやはり大したものですねと言っておられました。
渡辺先生はそれから間もなく宮田亮平学長の下
で，宮田氏の文化庁長官就任まで十年近く東京芸大
の副学長を務められました。渡辺先生にはたいへん
親しくしていただき盛り上がって，北大と東京芸大
の間で協定を結び，北キャンパスの隅にアトリエを
建てて東京芸大の先生たちに夏だけ涼しい北海道で
過ごしてもらい，ついでに集中講義をしていただい
てはどうかという話になりました。その話に，佐伯

総長の下で教育担当副学長を務められた脇田稔先生
が関心を示され，渡辺先生に頼んでむこうの学長先
生や関係の委員会に話してもらったこともあります。
もちろんまともに相手にはされませんでしたが。
その後，北海道教育大岩見沢の芸術関係の先生た

ちに北大の北キャンパスに移ってもらってはどうか
と吹聴して回ったこともありますが，もちろん夢幻
に終わりました。
夢物語はともかく，北大にも芸術関係の拠点がで

きればいいなと思います。
丹保：ぜひ芸術系を，音楽に限らないけど，表現

系がほしいね。演劇でも何でもね。
安藤：それからもう一つ，クラーク会館のパイプ

オルガンのことですが，あのオルガンは杉野目晴貞
学長の主導で 年代に導入され，その後忘れら
れかけていたものを， 年代に丹保先生が学生部
長のころから大学主催のコンサートをはじめ，数百
万円かけてオーバーホールをし，学内公認団体とし
てオルガン研究会をつくるよう指導して活用をは
かってきたと聞きます。理工系にはオルガンに興味
のある先生が多いのですね。平成 年度コアカリ
の中でこのオルガンを利用した集中講義を企画した
のもそうした活用策の一つでした。
ところが私が退職したあと大学主催のオルガンコ

ンサートが止めになったと聞き，ある機会に佐伯先
生にうかがうと，コンサートの聴衆があまりに少な
いのでいちど見直すように言っただけとわかりまし
た。学生支援課で細々と企画して対象を学内の教職
員学生に限りロクな宣伝もしなければ客が入らない
のは当然で見直しは仕方ないのかも知れません。
このオルガンの調律を担当している松崎譲二さん

に聞くと，オルガンは数百年生きつづける楽器だが，
ヨーロッパでも戦火で失われたり経済的事情で破棄
されたりした例は多く，特に五十年目ころは維持の
負担に堪え兼ねることも多い，でもこれが一世紀を
超えればもう立派な重要文化財で誰も破棄しようと
は言いだせません，それまでの辛抱でしょうねとの
ことでした。北大のオルガンが末長く愛され活用さ
れることを願ってやみません。
締めの挨拶をとのことですが，以前何かの機会に

丹保先生に 年後， 年後の北大を考えなさい，
そのとき札幌の人口はおそらく 万を切っている
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のだからと言われたのを思い出します。オルガンと
ともに北大も数百年生きつづけ，その歴史の ペー
ジにこのささやかな本が記憶されることを願ってい

ます。みなさまご協力ありがとうございました。
細川：以上で祝賀会・懇親会を終ります。本日は

どうもありがとうございました。

高等教育ジャーナル─高等教育と生涯学習─ 25（2018）
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